
世田谷区立桜丘中学校 保健体育科 年間指導計画 

新中学保健体育（学研） 年間授業時数 １０５ 学年 ３年 学級 Ａ～Ｆ組 

 

１． 学習の到達目標 

学習の到達目標 

〇各種の運動の特性に応じた基本的な技能を身につける。 

〇健康・安全に留意して取り組むことができる。 

〇運動や健康について自他の課題を発見し、解決に向けて思考し判断するとともに、考えを他者に伝えることができる。 

〇生涯にわたって運動に親しむとともに、健康の保持増進や体力の向上等に積極的に取り組むことができる。 

使用教科書、副教材など 「新中学保健体育」(学研教育みらい) 、図解中学体育（廣済堂あかつき）、ルーパーファイル 

 

２． 学習指導計画及び評価方法 

学

期 
月 

単元 

タイトル 
学習のねらい 

主な 

活動内容 

評価の観点のポイント 

知識・技能 

 

〇は重点 

思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 
・粘り強い態度で、問

題解決に向けて自ら

工夫・調整して取り

組もうとしている。 

１ 4 

 

 

 

 

 

 

4 

５ 

６ 

 

 

 

《体育分野》 

体つくり運動 

 

 

 

 

 

陸上競技 

「短距離走」 

「長距離走」 

「リレー」 

 

 

・体を動かす楽しさや心地よさを味わ

う。 

・運動を継続する意義、体の構造、運動

の原則などを理解する。 

・健康の保持増進や体力の向上に向けた

意識の向上を図る。 

 

・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味

わう。 

・体力の高め方や運動観察の方法などを

理解させるとともに、基本的な技能を

身につける。 

 

・用具を用いた

運動 

・体の動きを高

める運動 

・体ほぐしの運

動 

 

・50ｍ走 

・100ｍ走 

・1000ｍ走 

・1500ｍ走 

・バトンパス練   

 習 

・自分に合っているかな

どの運動の原則がある

ことについて、言った

り書き出したりしてい

る。 

〇動きを持続する能力 

        など 

・短距離走や長距離走で

用いられる技術の名称

やポイントについて、

具体例を挙げている。 

〇クラウチングスタート 

〇前傾姿勢 

・体力の程度や性別等の

違いに配慮し、仲間と

ともに体つくり運動を

楽しむための活動の方

法や修正の仕方を見付

けている。 

 

・選択した運動に必要な

準備運動や自己が取り

組む補助運動を選んで

いる。 

 

 

・体つくり運動の学習

に自主的に取り組も

うとしている。 

・仲間と課題を伝え合

うなど、教え合おう

としている。 

 

・勝敗などを冷静に受

け止め，ルールやマ

ナーを大切にしよう

としている。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

4 

5 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸上競技 

「ハードル」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・感じを込めて踊ったり、みんなで自由

に踊ったりする楽しさや喜びを味わ

う。 

・踊りの特徴と表現の仕方や運動観察の

方法などを理解する。 

・表現などの自己や仲間の課題を発見

し、解決に向けて取り組ませるととも

に、考えを他者に伝えられる。 

 

 

 

 

 

・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味

わう。 

・体力の高め方や運動観察の方法などを

理解させるとともに、基本的な技能を

身につける。 

・自己や仲間の課題を発見し、解決に向

けて運動の取り組み方を工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・創作ダンス 

・ＩＣＴを用い

た活動 

・グループ 

活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＩＣＴを用い

た活動 

・課題から練習

方法を考える

活動 

・グループ活動 

 

 

 

 

〇テークオーバーゾーン      

など 

・スタートでは地面を力

強くけり，徐々に上体

を起こしていき加速す

ることができる。 

 

・身体運動や作品創作に

用いられる名称や用語

があることについて、

具体例を挙げている。 

〇クラブステップ 

〇ボックスステップ 

         など 

・動きに緩急強弱をつけ

たり、ダイナミックに

空間が変化するように

動いたりすることがで

きる。 

 

・ハードル走で用いられ

る技術の名称やポイン

トについて、具体例を

挙げている。 

〇振り上げ足、抜き足 

〇遠くから踏み切り、近

くに着地する 

         など 

・遠くから踏み切り、振

り上げ脚をまっすぐに

 

 

 

 

 

 

 

・発表会に向けた仲間と

話し合う場面で、自己

の考えを伝えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自己や仲間の技術的な

課題やその課題解決に

有効な練習方法の選択

について、自己の考え

を伝えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仲間と課題を伝え合

ったり教え合ったり

して、互いに助け合

い教え合おうとして

いる。 

・作品創作などについ

ての話合いに貢献し

ようとしている。 

 

 

 

 

 

・仲間と互いに合意し

た役割について自己

の責任を果たそうと

している。 

・健康・安全に留意し

ながら、活動してい

る。 

 

 

 



 

 

 

 

6 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸上競技 

「走り高跳び」 

 

 

 

 

 

 

 

 

水泳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・記録の向上や競争の楽しさや喜びを

味わう。 

・体力の高め方や運動観察の方法などを

理解させるとともに、基本的な技能を

身につける。 

・自己や仲間の課題を発見し、解決に向

けて運動の取り組み方を工夫する。 

 

 

 

・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味

わう。 

・体力の高め方や運動観察の方法などを

理解させるとともに、効率的に泳ぐこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＩＣＴを用い

た活動 

・課題から練習

方法を考える

活動 

・グループ活動 

 

 

 

 

・４泳法 

・リレー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り上げ、ハードルを

低く走り越すことがで

きる。 

 

・リズミカルな助走から

力強く踏み切り滑らか

な空間動作で跳ぶこと

ができる。 

 

 

 

 

 

 

・各種目で用いられる技

術の名称やポイントに

ついて、具体例を挙げ

ている。 

〇ストリームライン 

〇ストローク 

        など 

・これまで学習した 4種

目から 2～4種目を選

択し、続けて泳ぐこと

ができる。 

・競泳的なリレー種目と

して、単一の泳法や複

数の泳法を使ってチー

ムで競い合うことがで

きる。 

 

 

 

 

・自己や仲間の技術的な

課題やその課題解決に

有効な練習方法の選択

について、自己の考え

を伝えている。 

 

 

 

 

 

・健康や安全を確保する

ために、体調や環境に

応じた適切な練習方法

等について振り返って

いる。 

・グループで分担した役

割に関する成果や改善

ポイントについて活動

を振り返っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仲間と互いに合意し

た役割について自己

の責任を果たそうと

している。 

・健康・安全に留意し

ながら、活動してい

る。 

 

 

 

・一人一人の違いに応

じた課題や挑戦を大

切にしようとしてい

る。 

・水の事故防止の心得

を遵守するなど健

康・安全を確保して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

5 

6 

7 

9 

10 

 

《保健分野》 

・健康と環境 

 

 

・身体には、環境に対してある程度まで

適応能力があること、適応能力を超え

た環境は健康に影響を及ぼすことがあ

ることを理解する。 

 

 

 

 

 

 

・飲料水や空気は、健康と密接な関わり

があることを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人間の生活によって生じた廃棄物は、

環境を汚染しないように衛生的に処理す

る必要があることを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

・各単元から生

活課題を考え、

実生活につな

げる学習 

・グループ活動 

・ＩＣＴを用い

た活動 

 

 

 

・体には環境に対する適

応能力があること、環

境の変化が適応能力の

限界を超えると健康に

影響が出ることを理解

している。 

〇適応能力 

〇至適温度 

         など 

 

・水は生命の維持や健康

にとって重要であるこ

と。飲料水には水質基

準があり、浄水場で浄

化し検査していること

を理解している。 

〇浄水場 

〇生活排水の処理 

など 

 

・大気汚染や水質汚濁な

ど、自然環境が汚染さ

れることにより、健康

に悪影響をおよぼすこ

とがあることを理解し

ている。 

〇３R 

〇公害 

〇環境基本法 

 

・課題の解決方法とそれ

を選択した理由など

を、他者と話し合った

り、ノートなどに記述

したりして、道筋を立

てて伝えている。 

 

 

 

 

・習得した知識を自他の

生活に適用したり、応

用したりして、健康を

保持増進する方法を選

択している。 

 

 

 

・各単元において、課

題解決に向けての学

習に自主的に取り組

もうとしている。 



          など 

【課題・提出物など】 

・学習カード、振り返りシート   ・単元における実技テスト  

・積み重ねテスト         ・ロイロノートによる課題 等 

 

 

学

期 
月 

単元 

タイトル 
学習のねらい 

主な 

活動内容 

評価の観点のポイント 

重点知識・技能 

〇は重点 
思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・粘り強い態度で、問
題解決に向けて自ら
工夫・調整して取り
組もうとしている。 

２ 

 

9 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 

10 

 

 

 

 

《体育分野》 

球技 

「ゴール型」 

（サッカー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技 

「ネット型」 

（バレーボール） 

 

 

 

・勝敗を競う楽しさや喜びを味わう。 

・作戦に応じた技能で仲間と連携し、ゲ

ームを展開させる。 

・攻防などの自己やチームの課題を発見

し、解決に向けて工夫させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・勝敗を競う楽しさや喜びを味わう。 

・作戦に応じた技能で仲間と連携し、ゲ

ームを展開させる。 

・攻防などの自己やチームの課題を発見

し、解決に向けて工夫させる。 

 

・パスやシュー

トの技能練習 

・チーム練習 

・ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

・パスやサーブ

等の技能練習 

・チーム練習 

・ゲーム 

 

 

・技能の名称やポイント

について、具体例を挙

げている。 

〇空間に走りこむ動き 

〇ボールを持った動き 

         など 

・味方が操作しやすいパ

スを送ることができ

る。 

 

 

 

・技能の名称やポイント

について、具体例を挙

げている。 

〇ローテーション 

〇ダブルコンタクト、ホ

ールディング 

・自己や仲間の技術的な

課題やチームの作戦・

戦術についての課題解

決に有効な練習方法の

選択について、自己の

考えを伝えている。 

・チームで分担した役割

に関する成果や改善す

べきポイントについ

て、自己の活動を振り

返っている。 

 

・自己や仲間の技術的な

課題やチームの作戦・

戦術についての課題解

決に有効な練習方法の

選択について、自己の

考えを伝えている。 

・相手を尊重するなど 

のフェアなプレイを

大切にしようとして

いる。 

・作戦などについての

話合いに貢献しよう

としている。 

 

 

 

 

 

・相手を尊重するなど 

のフェアなプレイを

大切にしようとして

いる。 

・作戦などについての

話合いに貢献しよう



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技 

「ゴール型」 

（タグラグビー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

器械運動 

「 マ ッ ト 運

動」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・勝敗を競う楽しさや喜びを味わう。 

・作戦に応じた技能で仲間と連携し、ゲ

ームを展開する。 

・攻防などの自己やチームの課題を発見

し、解決に向けて工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

・器械運動の特性や成り立ち、技の名称

や行い方、その運動に関連して高まる体

力などを理解できるようにする。 

・マット運動では、回転系や巧技系の基

本的な技を滑らかに安定して行うこと、

条件を変えた技や発展技を行うこと及び

それらを構成し演技することができるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・パスやタッチ

ダウンの技能

練習 

・チーム練習 

・ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

・基本的な技能

の練習 

・ペア活動 

・ICTを用いた活

動 

 

 

 

         など 

・サーブでは、相手コー

トに入れることができ

る。またねらった場所

に打つことができる。 

・連携プレイのための基

本的なフォーメーショ

ンに応じた位置に動く

ことができる。 

 

・技能の名称やポイント

について、具体例を挙

げている。 

〇空間に走りこむ動き 

〇ボールを持った動き 

         など 

・味方が操作しやすいパ

スを送ることができ

る。 

 

 

 

・技の課題を解決するた

めの合理的な動き方のポ

イントがあることについ

て、学習した具体例を挙

げている。 

〇接転技群 

〇ほん転技群 

〇平均立ち技群 

・チームで分担した役割

に関する成果や改善す

べきポイントについ

て、自己の活動を振り

返っている。 

 

 

 

 

 

・自己や仲間の技術的な

課題やチームの作戦・

戦術についての課題解

決に有効な練習方法の

選択について、自己の

考えを伝えている。 

・チームで分担した役割

に関する成果や改善す

べきポイントについ

て、自己の活動を振り

返っている。 

 

・提供された練習方法か

ら、自己の課題に応じて、

技の習得に適した練習方

法を選んでいる。 

・技能の程度、性別等の

違いを踏まえて、仲間と

ともに楽しむための練習

や発表を行う方法を見付

としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・相手を尊重するなど

のフェアなプレイを

大切にしようとして

いる。 

・作戦などについての

話合いに貢献しよう

としている。 

 

 

 

 

 

・よい技や演技に称賛

の声をかけるなど、仲

間の努力を認めようと

している。 

・一人一人の違いに応

じた課題や挑戦を認め

ようとしている。 

・健康・安全に留意し



 

 

 

 

 

9 

10 

11 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《保健分野》 

・感染症の予

防 

・健康を守る

社会の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・病原体が環境を通じて主体へ感染する

ことで起こる疾病であることを理解す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・感染症を予防するための有効的な手段

を理解する。 

 

 

 

・医薬品には，主作用と副作用があるこ

と、医薬品は正しく使用する必要があ

ることについて理解する。 

 

 

 

 

 

・健康の保持増進や疾病の予防には個人

と社会の取組が有効であることを理解

 

 

 

 

 

・各単元から生

活課題を考え、

実生活につな

げる学習 

・グループ活動 

・ＩＣＴを用い

た活動 

 

・基本的な技を発展させ

て、一連の動きで跳び越

すことができる。 

など 

 

・感染症は、病原体に感

染することによって起

こる病気であり、病原

体の感染には，様々な

条件が関係することを

理解している。 

〇病原体、感染、発病 

〇主体の条件、環境の条件        

など 

 

・感染症を予防する有効的な手

段を理解している。 

〇感染源、感染経路、抵抗力 

         など 

 

・医薬品には、主作用と副作用

があること、医薬品は正しく

使用する必要があることに

ついて理解している。 

〇主作用、副作用 

〇使用方法 

        など 

 

・健康の保持増進や病気の予

防には，個人あるいは社会

け、仲間に伝えている。 

 

 

 

 

・課題の解決方法とそれ

を選択した理由など

を、他者と話し合った

り、ノートなどに記述

したりして、道筋を立

てて伝えている。 

・習得した知識を自他の

生活に適用したり、応

用したりして、疾病等

にかかるリスクを軽減

し健康を保持増進する

方法を選択している。 

 

 

 

ている。 

 

 

 

 

・各単元において、課

題解決に向けての学

習に自主的に取り組

もうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



する。 

 

 

 

 

の取り組みが有効であるこ

とを理解している。 

〇保健機関（保健所、保健セン

ター） 

〇医療機関    など 

【課題・提出物など】 

・学習カード、振り返りシート   ・単元における実技テスト 

・積み重ねテスト         ・ロイロノートによる課題 等 

 

 

学

期 
月 

単元 

タイトル 
学習のねらい 

主な 

活動内容 

評価の観点のポイント 

重点知識・技能 

〇は重点 
思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・粘り強い態度で、問
題解決に向けて自ら 
工夫・調整して取り
組もうとしている。 

３ 1 

2 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《体育分野》 

球技 

「ネット型」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・勝敗を競う楽しさや喜びを味わう。 

・作戦に応じた技能でゲームを展開す

る。 

・攻防など自己の課題を発見し、解決に

向けて工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

・サーブ、フォア

ハンド、バック

ハンドの技能

練習 

・ストローク、ス

マッシュの技

能練習 

・ダブルス 

・ゲーム 

 

 

 

・技能の名称やポイント

について、具体例を挙

げている。 

〇フォアハンド、バック

ハンド 

〇ストローク、スマッシ

ュ 

         など 

・サーブでは、相手コー

トに入れることができ

る。またねらった場所

に打つことができる。 

・自己や仲間の技術的な

課題やペアとの作戦・

戦術についての課題解

決に有効な練習方法の

選択について、自己の

考えを伝えている。 

・ペアで分担した役割に

関する成果や改善すべ

きポイントについて、

自己の活動を振り返っ

ている。 

 

・互いに練習相手にな

ったり仲間に助言し

たりして，互いに助

け合い教え合おうと

している。 

・用具を適切に活用

し、 健康・安全を確

保している。 

 

 

 

 



 

 

 

1 

2 

3 

 

 

《体育分野》 

体育理論 

・文化として

のスポーツ 

 

 

 

・スポーツは、文化的な生活を営みより

よく生きていくために重要であること

を理解する。 

 

 

 

 

 

 

・オリンピックやパラリンピック、国際

的なスポーツ大会等は、国際親善や世

界平和に大きな役割を果たしているこ

とを理解する。 

 

 

 

 

・スポーツは、民族や国、人種や性、障

がいの違い等を超えて人々を結び付け

ていることを理解する。 

 

 

 

・スポーツの文

化的意義や国

際的な大会の

役割について

の学習 

・グループ活動 

・ＩＣＴを用い

た活動 

 

・相手側のコートに打ち

返すことができる。 

 

・スポーツは、よりよく

生きていくために重要

であることを理解して

いる。 

〇スポーツライフ 

〇スポーツ基本法 

         など 

 

 

・国際的なスポーツ大会

などは、国際親善や世

界平和に大きな役割を

果たしていることを理

解している。 

〇スポーツの意義や価値 

         など 

 

・スポーツは、民族や国、

人種や性、障がいの違

いなどをこえて人々を

結び付けていることを

理解している。 

〇人々を結び付ける働き 

         など 

 

 

 

・課題の解決方法とそれ

を選択した理由など

を、他者と話し合った

り、ノートなどに記述

したりして、道筋を立

てて伝えている。 

・自己の課題を発見し，

よりよい解決に向けて

思考し判断するととも

に，他者に伝えている。 

 

 

 

 

・各単元において、課

題解決に向けての学

習に自主的に取り組

もうとしている。 

【課題・提出物など】 

・学習カード、振り返りシート   ・単元における実技テスト 

・積み重ねテスト         ・ロイロノートによる課題 等 



【評価方法(１年間共通)】 

・単元における実技テスト ・積み重ねテスト ・学習カード、振り返りシート等における記述 ・教員による行動観察 等 

 


